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企画の考えかた ～平凡なことでもネタになる

記事の書きかた ～余計なことを書こう

記事の書きかた ～テクニック



記事のパターン

②平凡なものをアレンジする

① あからさまに珍しいもの



① あからさまに珍しいもの

・たいていナニコレ珍百景で取り上げられている

・テレビではこう伝えてたけど実際は…という切り口も

・この場合は妙にいじらずにそのまま書く



② 平凡なものをアレンジする

語る, 集める, ひねる…

珍しいものを探さなくても記事になる！



整理すると

素材 アレンジ×

訪問

高尾山



どっちかでキャッチーになっていればOK

素材 アレンジ

アレンジ

題材が珍しければそのままでいい

アレンジのみという場合も

素材



平凡なものでも記事になる

ピンクの照明セミ時代を変えるパワポ



平凡なものでも記事になる

目的を変える路線図大きくするBOXY



平凡なものでも記事になる

大きくするたばこ 進化論寿司



知ってるもの同士の意外な組み合わせ



企画の考えかた ～平凡なことでもネタになる

記事の書きかた ～余計なことを書こう

記事の書きかた ～テクニック



おもしろ記事とは

おもしろい記事

工作がうまくいってる記事

興奮・焦り・喜び・落胆

手順・設計図

エピソード

情報



余計なことが書いてあるDPZ



余計なことを書く

エピソードひろう

比喩・レトリック

行動



余計なことを書く

エピソード

比喩・レトリック

行動 コーヒーを500円で買った。

支払うときに一瞬躊躇した

牛丼より高え



余計なことを書く

エピソード

比喩・レトリック

行動 ハンズでダンボールを買う

水商売の人が買いに来てた

ハロウインの準備だろうか



余計なことを書く

エピソード

比喩・レトリック

行動 ガムテを貼る

ガムテがすっぱい匂い

実家みたいな気分になった



余計なことを書く

エピソード

比喩・レトリック

行動 工作がかっこわるい

気をつかってほめてくれる

（行動で止めておくのもいい
です）



余計なことを書くと成否から離れられる
例）ローソンの空き箱でエヴァンゲリオンを作る

失敗



工作レポートではなくエッセイになる

失敗

美大出て
るのに…

公園で落
ち込む

「頑張ったけどこの
程度のものしか
できなかった」人の
話になる



余計なことを書くために

興味のあるものを題材にする

おもしろがる

最初にストーリーを作らない



書き手が興奮してると信ぴょう性が増す

狙い）よくわかんないけどこの人がこんなになるな

らこれ面白いのかもしれないなあ…と勘違いさせる



興味のあるものだとおもしろがれる

知識 エピソード

スカイツリーは634m

「なにかが吐き
でそうなのを堪
えてる」

書き手が興奮してるとエピソードを拾いやすい

情報がなくても共感があればOK



基本姿勢「おもしろがる」

・意図的になんでもおもしろがる

・もの・人を見て「へー」と言ってみる

・嫌なことがあっても「なので面白かった

」と言ってみる



どういう

書き順？

しゃくれて

る

あたりま

え！

よく見るとおもしろい



ハイってつい

てたっけ？



あらかじめストーリーを作らない

予測できない
状況を作る

現場のエピソード優先で

自ら体験
失敗しても
OK



記事を作るときの基本姿勢

なにがおこるかわからない状況を作って、身
を投じる

その自分を観察する



メモはできごとじゃなくて感情を書く



体験は楽しんでいい

安易な自虐より素直にはしゃいでる姿が好評



企画の考えかた ～平凡なことでもネタになる

記事の書きかた ～余計なことを書こう

記事の書きかた ～テクニック



入り口は情報にしておく

入り口は

情報
エピソードで

自分を出す

顔なじみに

激辛グルメ日本一決定戦 遠くを見てしまう



タイトルで言い切る

・もったいぶらない

・いちばんいい写真を頭に持ってくる

・誰も僕らに興味がないので、とにかく気を引く



写真→キャプション→小見出し→本文

たいていの人は一直線には読ま

ない。

途中から読んでもなにをしてい

るのかが分るような小見出しを

つけておく



流れはオーソドックスがおすすめ

わかりにくいことをしているので、説明はせめて分

かりやすく

動機

ゴールの状態

作成方法

過程

結果

壮大な完成予想図

がっかり感共有

落差



かたく書く

・ふざけた内容なので、しっかり

した文章のほうがもっともらしく

見える

・だである体のほうがおもしろく

なりやすい

・ばかなことほどグラフを入れる

・でも漢字は使わない



紋切り型の表現に注意

「出かけてみてはいかがでしょうか」

→ 自分だったら本当にでかける？

「海の底のように深い」

→ 見たことあるの？

ひとつひとつ疑って書くと、生々しい表現
が出てきます（下手でもOK）



照れない

照れるとなんでやっているのか読者もわからなくなる

要らないことをやる理由は書き手の情熱だけ

文章はどうやっても独断と偏見

いいわけしたりぼかすと読みにくくなる



写真の撮りかた

・テーブルを片付ける

・自然光

・人がいなくなるのを待つ

・ひとりのときは楽しそうに、大勢のとき
は楽しさ控えめに



DPZライターに聞いた記事執筆のコツ



ネタに困ったときのひねり出し方

• 街を歩いていて心がざわついたものをなるべく写真に撮っているので
すが、画像フォルダを見返したときになんか思いついたりします。
（井口）

• 自分のTwitterをさかのぼって実現できる冗談がないか考えます。普段
から冗談をつぶやいていると楽（大北）

• どこからでも見られる場所（Googleドキュメントとかエバーノート）に
ネタ帳を置いておいて、気づいたことは常に単語レベルでも入れてお
くようにしています。困ったときにはそれを眺めていると、まったく
別の企画が思いついたりするので、意味あるのかわからないですが、
お守りみたいなものかも。（安藤）



ネタに困ったときのひねり出し方

• 自分から遠いものを見たりします。人形作った時は 、お母さんといっ
しょを見て思いつきました。（ぬっきぃ）

• テレビや人混みを観ながらひたすら疑問を探すのも良さそう。（ネル
ソン）

• ハンズかホームセンターに行っておかしなものを買ってきて外で使っ
たりします。（林）

• ネタに困ったらギャグ漫画を読んで脳みそをそっち寄りにするように
してます。（さくらい）



ネタに困ったときのひねり出し方

• 企画趣旨の中に「すぐその場でやる」「その場にある道具を使う（そ
のへんの石とか）」というルールを入れ込むと、すぐにとりかかれま
す。たとえば今思いついたやつだと「何のレシピも見ずに完全に勘で
うどんを発明する」とか（斎藤充博）

• とにかく手近にあるものでなんとかするため、こんな感じでネタをひ
ねりだしてます。（古賀）
• 自分が好きなものでなにかできないか考える（私の場合は、ビール、

高級スーパー、さつまいもなど）
• 自分の子どものころを思い出す（昔使っていた○○、場所、食べ

物）
• 家族になんかやらす（母を出す、父を出す、生きてる祖父母がいた

ら出す）



記事を書く手順

• 最初は雑でいいからとりあえず最後まで書いて、後から肉付けしたり
冗談入れたりして面白くしていきます。冒頭から順に全力で書いてい
くと途中で飽きるので（石川）

• 写真を並べたあと、ワードでテキストをわーっと書く。この時点では
取材メモやボイスレコーダーを見直しながら書きたいことをとにかく
全部書く。そのあとで半分くらい削ります。（安藤）



記事を書く手順

• 最初は写真やメモを見ないで記憶を中心に書きます。覚えているとい
うことは印象が強かったことなので、書くべきことだと思います。
（地主）

• インタビューした文字をそのまま起こす。方言も倒置法も全部起こす。
それを切った貼ったしてぎゅっと濃縮すると、生っぽくて濃いインタ
ビュー文ができます。（大北）

• 書き始めると文章はどこに行くかわからないので、入れておきたい文
章は先にワードの後ろの方に書いておきます。でも文章の流れでそれ
すら無視することがあるのでそういうときは諦めます。（林）



記事を書く手順

• 書いたら（すぐではなく）寝かせてから推敲する

• 第三者（身内など）に読んでもらう


